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日頃からのロータリー活動お疲れ様です。 

ついに築舘年度最後の月になりました。思い起こせば、皆さんからたくさんのご意見、ご支援、ご

協力を頂きました。私も皆さんのご協力を頂きながら、色々な活動をしてまいりました。 

まだ、完結していない事案も御座います。が、まだ１か月残っています。最後まで、気を緩めるこ

となく活動してまいります。ガバナー補佐の皆様、地区委員長の皆様、クラブ会長・幹事の皆様も

まだ１か月の活動期間があります。是非当初立てていただいた目標に向かって、最後までの活動を

お願いします。MYROTARY への活動実績の入力もお願いします。 

次年度はもうすぐ来ます。是非それぞれの引継ぎを必ず行って下さい。それが花田年度のより良い

スタートダッシュにつながると思っています。 

 

そして、最後にパストガバナー、ガバナー補佐、地区委員の皆様、地区スタッフの皆様、八戸ロ

ータリークラブの皆様、地区すべてのロータリアンの皆様、地区事務局の浅利さんに感謝申し上げ

ます。本当に有難う御座いました。私自身の成長にもなったと思いますし、少しでも地区のロータ

リークラブの成長にも寄与出来たら幸いです。 

 

”七走一坐” これからは少し別な方向からロータリーを見つめなおしてみたいと思います。 
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国際大会推進委員会 委員長 夏堀 礼二 

5 月 25〜29 日に開催された国際大会に参加させて頂きましたので、報告させて頂きます。 

シンガポール国際大会には世界から 14,660 名、日本から 2,516 名（世界で一番多い）が参加し

たそうです。我が 2830 地区からは 30 名の参加を頂きありがとうございました。今年度私は地区

国際大会推進委員長を拝命させて頂きましたが、力不足でこれ以上の参加者を増やすことは出来ま

せんでした。この場を借りてお詫び申し上げます。 

 JTB 様にツアーを企画して頂き、それに参加頂いた築舘ガバナー含むロータリアン 6 名と私の妻

そして添乗員の押切さんとの珍道中を中心に報告させて頂きます。 

 5 月 24 日金曜日シンガポール行き深夜便に間に合うように、青森空港と三沢空港から夕方便で

羽田空港に移動し、皆様と羽田空港国際ターミナルに集合しシンガポールに空路移動しました。フ

ライトは６時間ほどでしたので、しっかり睡眠が取れずにあっという間にチャンギ国際空港に到着

しました。早朝 6 時着のためイミグレーションとバゲージの受け取りして 7 時過ぎ、ホテルのチェ

ックインの 15 時までの時間調整のためバスをチャーターし、朝食と市内観光をしながら時間調整

をしました。流石赤道に近いだけあり外は約 30℃有り、暑さは覚悟していたものの、東南アジアの

常で湿度が高く不快指数は M A X。 

シンガポールはイギリス植民地だったため英語が公用語、マレー語が国語だそうです。人口比率

で中華系 76％、マレー系 15％、インド系 7.５％で中華系が大半を占めています。そのため、街中

やレストランでは中国語が飛び交っていました。会場のコンベンションセンターを下見した後、市

内観光も多民族社会のためそれぞれの宗教・文化があり、その中でインド系エリアとイスラム系エ

リアを散策し、昼食は飲茶ランチをしました。夕食はホテルから徒歩で屋台村に行き焼きそばなど

の軽い食事で済ませ、翌日の地区ナイトのご馳走に備えました。 

 ２日目はいよいよ本大会への参加です。１万２千人以上の参加者に対して、流石に同時一斉開催

は困難で、午前・午後の２部制で開催されました。申し込みの早かった築舘ガバナーと山崎パスト

ガバナーご夫妻は午前、残りの私たちは午後の部に参加しました。世界中のロータリアンが会場に

参集し様々な人種の参加者に Hello と笑顔で挨拶を交わしながら、席につき開演を待ちます。参加

シンガポール国際大会に参加して 
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国名の紹介と国旗の紹介が始まると、世界中から参加しているんだなということがよくわかりまし

た。特に印象的だったのはそこに戦争中のロシア、ウクライナ、イスラエルからも参加者がいるな

んて、ロータリークラブの超我の奉仕の精神の賜物、参加者すべての人々が 1 日も早い戦争の終結

と平和を願っているのだなという思いが伝わりました。ドラゴンや獅子舞舞踊の披露が終わり、い

よいよ R I ゴードン R マッキナリー会長の挨拶や世界で活躍する女性ロータリアンの対談など

が執り行われ無事閉会しました。 

夜はいよいよ 2830 地区からの参加者で地区ナイトパーティを行いました。市内デンプシーにあ

るロングビーチと言うシーフードチャイニーズレストランは以前私も過去に訪れた事があり、美味

しい料理に慣れたロータリアンの皆様にも満足頂けると思い選択させて頂きました。すべての料理

が我々日本人の口にもピッタリです。特にメインのチリクラブは皆様に満足いただけたようで、お

店を選んだ私としてはホッと致しました。 

 ３日目は隣国マレーシアのジョホールバル州観光にバスで行きました。物価の高いシンガポール

では、賃金も高いのでマレーシア人が働きに国境を超えて通勤しています。逆に週末はシンガポー

ルの人々が物価の安いマレーシアに買い物に国境を超えるそうです。実際にジョホールバル州は首

都のクアラルンプールのような都会ではなく、まだまだ田舎の東南アジアの雰囲気漂う街でした。

昼食後は渋滞になる前にシンガポールに戻るため帰路に着きます。私たち夫婦は火曜日から仕事の

ため、月曜夜便でシンガポールを立ちました。 

４日目は、残りの六人のロータリアンの皆さんで、アミューズメントパークのセントーサ島の観光、

夕方から Gardens by the Bay の植物園の見学を無事に終えて、火曜日深夜便にて水曜朝に日本

に無事帰国されたそうです。 

 今回は私自身初めての国際大会参加でしたし、参加して下さったロータリアンの皆様には至らぬ

点多々ありましたが、皆様の寛容の精神に助けられました。この場を借りてお詫び申し上げます。

また地区幹事長の石橋信雄さんには最初から最後まで助けて頂き、ありがとうございました。御礼

申し上げます。 

さて来年はカナダのカルガリーで行われるそうです。ぜひ皆様も国際大会参加されては如何でし

ょうか？ 
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▲ シンガポール観光名所のマーライオン 

▲ シンガポール大会 2024 のボードの前で記念撮影。

左からパストガバナーの成田さん、地区幹事長の石橋

さん、ガバナーの築舘さん、八戸 R C の道尻さん、

佐々木さん、私と妻、むつ R Cの柴田さん。 

▲ イスラム文化エリアのモスク（教会） 

の前で記念撮影 



      

      

      

－5－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ ゴードン R マッキナリーR I会長 

▲ 式典終了時の大勢の参加者 
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◀5月26日日曜日の地区ナイトの様子. 開

会の挨拶をしている築舘ガバナー、山崎パス

トガバナー、源新パストガバナー、成田パス

トガバナー、米谷ガバナーノミニーをはじめ

とし 2830 地区から 30 名のロータリアン

に参加して頂き、美味しい海鮮中華に舌鼓を

打ちながら懇親を深め大いに盛り上がりま

した。 
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▲ 翌日月曜日は、国境を超えて隣国マレーシア・

ジョホールバル州観光を楽しみました。 

マレー民族舞踊鑑賞後の記念撮影 

▲ 夜のガーデンズ バイ ザ ベイ ライトアップされた

巨大な大木を模倣したオブジェ。 

木々のオブジェの間はスカイウォークという橋で繋が

っており、高所より夜景を楽しむ事ができます。 

▲私夏堀と妻は仕事のため 1 日早く帰国しており、残った築舘ガバナー、成田

パストガバナー、柴田さん、佐々木さん、道尻さん、地区幹事長の石橋さんは島

とガーデンズ バイ ザ ベイの観光を堪能し、無事帰路に着きました。 
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東第 1 グループ ガバナー補佐 峯 雅夫（むつロータリークラブ） 

 

昨年２月にガバナー補佐を拝命して間もなく任期の終わりを迎えますが、お陰様でとても充実し

たロータリーライフを楽しませていただきました。多くのロータリアンとの出会いは先日の地区研

修・協議会で RI2800 地区パストガバナー鈴木一作氏に教えていただいた fellowship としての親

睦となりました。 

クラブの社会奉仕活動のいくつかにも参加させていただきました。３月に開催された東北 RC の

「小川原湖のウオーターリバイバル水産教室」は、東北町内の保育園・認定こども園１０カ所の園

児約９０名を招き、小川原湖漁協のご協力の下、小川原湖の豊かな水産資源を知ってもらい、環境

保護の大切さに触れてもらう活動ですが、園児たちの元気な笑顔が印象的でした。わがロータ君も

園児に笑顔を届けてくれました。また、インターアクト提唱高校へのポリオ出前授業も前期のむつ

ＲＣ、むつ中央ＲＣに続き野辺地ＲＣが八戸学院野辺地西高等学校で行いました。これらの活動は

地元誌に大きく取り上げられました。ポリオ出前授業を通じてポリオ根絶活動の重要性をあらため

て考える機会となりましたし、出前授業は公共イメージ向上のためにも有意義な活動だと実感しま

した。 

ガバナー補佐より 1 年を振り返って 
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そしてＩＭは、東第 1 グループ・東第２グループ合同で「元気なクラブづくり」をテーマに開催、

築舘ガバナーの基調講演に続いて衛星クラブを含めて全１３クラブからの素晴らしい発表と意見交

換を通じて、ロータリーの可能性を感じる機会となりガバナー補佐として感動的な体験をいただき

ました。 

 

６月には蛯沢公洋次年度ガバナー補佐とともにグループのクラブを訪問して締めくくりとします。

本当にお世話になり有難うございました。 

 

 

 

 

東第 2 グループ ガバナー補佐 吉田 敏宏（おいらせロータリークラブ） 

ガバナー補佐を拝命し、最後の１ケ月となりました。築舘ガバナーをはじめ、同期ガバナー補佐

の皆様や東第２グループの各クラブ会長、幹事をはじめとするロータリアンの皆様、第２８３０地

区のロータリアンの皆様に、支えて頂きここまで迎えられましたことを大変感謝申し上げます。あ

りがとうございます。 

インターシティーミーティングは、東第１グループ、東第２グループの輪番制で行うのが、続い

ており今回は、東第１グループの峯ガバナー補佐のお膝元でありますむつ市で開催させて頂きまし

た。築舘ガバナーが掲げる『元気なクラブづくり』について、東第１グループ、東第２グループ各ク

ラブの元気なクラブ活動を共有でき、各クラブの強みを再認識できました。 

浅学非才のガバナー補佐であり、ロータリアンの皆様のご期待には、十分に応えられない部分が

多々ありましたことお詫びし、この糧をクラブ、グループ、地区に貢献できるよう更に精進して参

ります。 
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西第 1 グループ ガバナー補佐 髙瀬 英人（五所川原ロータリークラブ） 

～クラブの近隣から社会奉仕で盛り上げていきたい～ 

 

 築舘ガバナーから、ガバナー補佐という大役を拝命し、グループ内の各クラブの運営を勉強させ

ていただきました。 

 グループ内のクラブからの問い合わせなどに関して、自分がこたえられる範囲で多少は貢献でき

たかなと思っています。ガバナーからは、もっと回数多くクラブ訪問をするように希望されていま

したが、なかなか日程が取れず、体が二つほしいと思っています。 

 また、五所川原 RC がホストをした西第 1 グループ IM には、地区内から多数の参加をいただき

ありがとうございました。講師と外部のパネラーの方からも貴重なご意見をいただき、大変有意義

なパネルディスカッションだったと思います。 

 この時のテーマのように、クラブの社会奉仕事業は、近隣の活性化が大事だと思っています。近

隣の活性化団体と交流・協力していくことで、ロータリークラブが良いことをしているという PR が

口コミで広がっていくのっではないかと思っています。さらに、地元への社会奉仕の影響が広がっ

て、県や国のために良い影響をおよぼしていくようになることが私の理想です。 

そのためには地元地域のニーズを、各クラブの社会奉仕委員会で情報収集を続けて、整理してい

くことが必要だと思います。周囲に対して、ロータリーのインパクトのある事業をやる為の手段と

して、各クラブで検討して頂きたいと私は思っています。 

 年度直前まで入院してた為、あっという間の 1 年間でしたが、地区の関係者の皆さんやホストク

ラブの皆さんのご協力・ご指導ありがとうございました。 

 

 

 

 

西第 2 グループ ガバナー補佐 工藤 孝子（弘前東ロータリークラブ） 

一年を振り返りますと、ロータリーの活動はコロナ禍から通常に近い形になり、各クラブとも活

動を模索した一年だったと思います。心痛む世界の情勢や大きな天災の中、日本も能登半島地震に

見舞われました。早い時期に各クラブの協力で募金活動が出来たのは、日頃の繋がりのお陰と実感

致しました。 

3 月に IM を開催致しました。講師がミャンマーから日本に無事に帰って来られるのか？ギリギ

リ迄実行委員会は、心配しておりましたが、IM 前日に弘前に到着して安堵致しました。講師源新
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和彦パストガバナーは「ロータリーの変化と私達の可能性」

をミャンマー在住の医師名知仁子さんには「ミャンマーの僻

地の現状から」と題して講演頂きました。お二人の講演の

間、会場は一体になったような空気感に包まれました。当時

販売したコーヒーは全て完売致しました。ミャンマーの女性

700 人で作る最上のコーヒーを埼玉県の障害者施設で製品

にして、売上の 10％がミャンマーファミリークリニックと

菜園の会の活動資金になります。IM を通じ多くの人にご協

力を頂きクラブの人に支えられて当日も会場の皆様にご協力

頂きました。この感動と溢れる感謝は忘れることができませ

ん。ガバナー訪問やクラブ訪問などで例会に伺うたびそれぞ

れのクラブの個性、スタイル、歴史など勉強させて頂きまし

た。 

最後になりましたが、各クラブの役員の皆さまの奮闘に感謝申し上げます。西第二グループの皆

様ご指導ご鞭撻誠に有難うございました。 

 

 

 

 

中グループ ガバナー補佐 工藤 真人（青森ロータリークラブ） 

ロータリーガバナー補佐としての経験は、非常に貴重で充実したものでした。任命された当初

は、その役割の重さと期待に圧倒される気持ちもありましたが、活動を通じて多くの学びと成長を

得ることができました。以下に、具体的な経験をいくつか挙げてみます。 

1.リーダーシップの強化 

ガバナー補佐の役割は、リーダーシップを発揮する絶好の機会でした。地区ガバナーを支援し、

各クラブと連携してプロジェクトを推進する中で、自分のリーダーシップスタイルを磨くことがで

きました。特に、クラブの多様なニーズや視点を尊重しながら、全体の目標に向けて調整を図るこ

との重要性を学びました。 
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2.地域社会への深い関与 

ガバナー補佐としての活動は、地域社会への貢献の機会を大いに広げました。例えば、以下のよ

うなプロジェクトに参加しました。 

・クラブ間の連携強化：地区内のクラブ同士が協力し合い、より大きな影響を与えるプロジェクト

を実現するための調整役を担いました。 

3.ネットワークと友情の広がり 

この役割を通じて、多くの素晴らしいロータリアンと出会うことができました。各クラブの活動

に参加し、メンバーとの交流を深めることで、多くの友情と信頼関係が築かれました。これらのつ

ながりは、今後の活動にも大きな支えとなるでしょう。また、他の地区のガバナー補佐やガバナー

との協力を通じて、ロータリー全体のビジョンを共有し、連携を深めることができました。 

4.課題と達成感 

ガバナー補佐としての任務には、多くの課題がありましたが、それを克服することで得られる達

成感も大きかったです。特に、以下のような経験が印象に残っています。 

・意見の調整：各クラブにはそれぞれの文化や考え方があり、それらを調和させることは簡単では

ありませんでしたが、共通の目標に向けて一致団結することで、クラブの強化につながりました。 

5.個人的な成長と充実感 

ガバナー補佐としての経験を通じて、個人的にも大きく成長することができました。以下の点

で、自分の視野が広がり、深い充実感を得ました。 

・多様性の理解：各クラブのメンバーや地域社会の多様性を理解し、尊重することの重要性を再認

識しました。 

・自己啓発：継続的に学び続ける姿勢を保ち、ロータリーの理念を実現するために、自己啓発を続

けました。 

6.経験を通じて得た教訓 

・協力と連携の重要性：一人で成し遂げられることには限りがありますが、チームとして協力する

ことで、大きな成果を得ることができるということを改めて実感しました。 
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・奉仕の喜び：他者のために働くことの喜びと、それによって得られる充実感は、何にも代えがた

いものでした。 

この経験を通じて得た学びと成長を、今後の活動に活かしていきたいと思います。また、ロータ

リーの一員として、引き続き地域社会に貢献し、他のメンバーと共に未来を築いていくことを楽し

みにしています。 

 

 

南グループ ガバナー補佐 吉田 賢治（八戸南ロータリークラブ） 

ガバナー補佐の打診をいただいてから早１年半が過ぎました。クラブ会長は経験させていただき

ましたが、まだまだ勉強不足の私でした。このお話をいただいた時は、自分にできるのかという不

安しかありませんでした。が、2023 年４月に、東京で「クラブ活性化セミナー2023」に参加し

て意識が変わりました。全国からガバナー・ガバナーエレクト・ガバナーノミニー・ガバナー補

佐・地区委員長等錚々たるメンバーが講演し、意見発表するところを生で見聞きできたからです。

日本中から地区を日本を代表するロータリアンが集まってきての勉強会は刺激的でした。年度スタ

ート前に 2830 地区ガバナー補佐の仲間と東京で一緒に勉強できたので連帯感が生まれたと思う

し遅れを取らぬようみんなについていこうという気持ちになりました。グループ内各クラブ訪問

は、大変勉強になりました。メーキャップに行ったことのないクラブで素晴らしい奉仕活動をして

いたり、複数クラブで活動したり…。活動すればするほど仲間が増えていきました。9 月の IM、

１０月の地区大会と大きな行事も続きましたが、南グループの皆様に助けていただきやりきること

ができました。特に地区大会を主管した八戸ロータリークラブの皆様には感謝しております。素晴

らしい人たちと出会うと、自分もあんな人になりたいと思い努力しようと思うのですが空回りして

３歩進んで２歩下がるような感じです。今年度何とかやってこれたのは築舘ガバナーはじめパスト

ガバナー、エレクト、ノミニ―、ガバナー補佐、地区委員長・委員の皆様の温かい言葉と叱咤激励

があったからこそと思います。この経験を活かし次年度に向かって、また頑張っていこうと思いま

す。 

一年間皆様から厚情を賜り、ありがとうございました。 
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2024-25 年度 地区研修・協議会実行委員長 今 広樹 

５月 18 日（土）五所川原市オルテンシアを主会場にして、地区研修・協議会（以下 DTA）が開

催されました。地区内より多数のロータリアンの皆様にご参加頂きまして、誠にありがとうござい

ました。今年の DTA は部門別に分かれての研修を、本会議場で皆で学ぶ場とし、半日での開催とし

ました。 

 

 花田ガバナーエレクトより、ＲＩ会長テーマと

国際協議会報告をされた後地区運営方針が語ら

れました。 

 

 基調講演では、国際ロータリー第 2800 地区

パストガバナーの鈴木一作様をお迎えし、「今こ

そクラブ奉仕を！」の演題でご講演頂きました。

第二部では、地区内パストガバナーや次期地区委員長の５名の皆様に、それぞれの部門についてご

講演頂きました。第三部では、次期ガバナー補佐、地区委員長の皆様から各クラブへのお願いを発

表して頂きました。最後には、築舘ガバナーより花田ガバナーエレクトへバッジの引継ぎが行われ、

地区研修・協議会（DTA）開催報告 

 

 

▲ 花田ガバナーエレクト 

▲ 各ガバナー補佐、各委員長より挨拶 ▲ 基調講演 鈴木氏 
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いよいよ“新年度のスタートを切る”といった決

意が表れていた花田ガバナーエレクトだったと

思います。 

 

懇親会は場所をプラザマリュウ五所川原に移

し、地区内それぞれのロータリアンが親睦を深

めました。今回の懇親会では、入会間もない方々

を同じテーブルにし、それぞれ交流して頂きま

した。また、PETS に引き続き能登への義援金の

ご協力もさせて頂きました。ご協力ありがとうございました。 

 

 ７月１日より、花田ガバナー年度のスタートなります。先ずは、ガバナー公式訪問において各ク

ラブへお伺いし、より元気なクラブへと成長させるため汗をかいてくれる事でしょう。各クラブの

皆様には、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

▲ バッジ伝達式 

▲ 懇親会 乾杯 ▲ 秋の地区大会の PR（懇親会にて） 
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ガバナー 築舘 智大 

 

2023-24 年度内に発災しました下記災害につきまして、地区内の皆様よりお寄せ頂いた支援金

を送金いたしました。また、秋田豪雨災害並びに能登半島地震につきましては、皆様からお寄せ頂

いた支援金に国際平和資金予備費を充当し送金しております。 

支援金をお寄せ頂きました各クラブの皆様には深く感謝申し上げます。 

被害にあわれた地域の皆様が一日も早く平穏な日常に戻られる日を祈念申し上げます。 

 

災害名 地区内各クラブ 国際平和資金 合計（円） 

秋田豪雨災害 877,700 122,300 1,000,000 

ハワイマウイ島地震 581,972 0 581,972 

モロッコ地震 491916 0 491,916 

能登半島地震 3,619,859 1,380,141 5,000,000 

台湾東部地震 1,121,679 0 1,121,679 

 

※秋田豪雨災害、ハワイマウイ島地震、能登半島地震への支援につきましてお礼状と報告を頂戴し

ております。 

 

 

 

 

 

 

 

国際ロータリー第 2830 地区  
2023-24 年度「災害支援金」報告 

 
 
 

▲ 秋田魁新報 10 月 19 日 
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▲ RID5000 からの御礼状 ハワイ州マウイ島山火事 
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